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Ⅰ 市電の沿革   

和暦 事項 

大正13年 8月 1日 市電開業    幹  線（熊本駅前～浄行寺町 4.7ｋｍ） 
        水前寺線（水道町～水前寺 2.2ｋｍ） 

昭和初期から昭和30年代 
にかけて 

路線を延伸   黒髪線（浄行寺町～子飼町 0.5ｋｍ） 
        春竹線（辛島町～春竹駅前 1.7ｋｍ）※春竹駅は現在のＪＲ南熊本駅 

        上熊本線（辛島町～段山町 1.4ｋｍ 段山町～上熊本駅前 1.3ｋｍ） 
        健軍線（水前寺～健軍町 3.3ｋｍ） 
        川尻線買収（河原町～川尻 7.5ｋｍ） 
        坪井線（藤崎宮前～上熊本駅前 2.1ｋｍ） 
        田崎線（熊本駅前～田崎橋 0.6ｋｍ） ※最大路線長25ｋｍ 

昭和40年 2月 21日 川尻線廃止（河原町～川尻町 7.5km） 

昭和45年 5月   1日 坪井線（藤崎宮前～上熊本駅前）廃止 2.1ｋｍ 
春竹線（辛島町～南熊本駅前）廃止 1.7ｋｍ 

昭和47年 3月  1日 幹線の一部及び黒髪線（水道町～子飼橋）廃止 1.6ｋｍ ※路線長12.1ｋｍになる 

昭和53年 8月  2日 全国の路面電車で初めて冷房車運行開始（2両） 

昭和54年 3月16日 2号系統存続を議決 ※現在のＡ系統 

昭和54年12月14日 3号系統存続を議決 ※現在のＢ系統 

昭和57年 8月  2日 全国で初めてＶＶＶＦインバーター方式電車運行開始（8200形） 

平成  9年 8月  2日 全国で初めての超低床電車導入（9700形） 

平成14年 9年30日 上熊本電車車両基地の完成 

平成26年 3月28日 全国相互利用ＩＣカード「でんでんニモカ」の導入 

平成29年 3月21日 市電ロケーションシステム「熊本市電ナビ」の運用開始 

平成29年 3月27日 5014号車復活運行（Ｈ21年4月以来） 

1 市電の沿革 
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Ⅰ 市電の沿革   

2 大正13年（1924年）8月1日、市電開業（運行系統2系統、路線長6.5ｋｍ） 
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Ⅰ 市電の沿革   

3 昭和34年（1959年）の市電最盛期の路線網（運行系統7系統、路線長25.0ｋｍ） 

至 川尻町 

南熊本駅前 
田崎橋 
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Ⅰ 市電の沿革   

4 昭和34年（1959年）の市電最盛期の路線図 
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Ⅰ 市電の沿革   

5 現在の路線図 
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Ⅰ 市電の沿革   

6 開業から現在までの利用者数と路線長の推移 

昭和38年度約4,200万人 

路線長約25ｋｍ 

平成29年度約1,100万人 

路線長約12ｋｍ 

単位：人 単位：ｋｍ 
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Ⅰ 市電の沿革   

7 近年の利用者数と運賃収入の推移 

単位：万人 単位：百万円 

運賃収入 利用者数 

・利便性向上策の効果もあり、近年市電利用者数は増加傾向にある。平成28年度は熊本地震 
 の影響により市電利用者数が減少したものの平成29年度は熊本地震前の水準まで回復した。 

平成28年2月1日運賃改定 

150円均一⇒170円均一 
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Ⅱ 市電の現状   

項目 Ｈ29年度 備考 

営業キロ 12.1ｋｍ 

電停数 35電停 

表定速度 11.5ｋｍ/ｈ 

車両数 

ワンマン 36両 36編成 

連 接 2両 1編成 

低 床 16両 8編成 

延べ走行キロ 1,780,149ｋｍ 

延べ使用車両 14,158両 

年間利用者 11,094千人 

年間運賃収入 1,595,378千円 

1日 
平均 

使用車両 38.8両 

走行キロ 4,877ｋｍ 

利用者数 30,394人 

輸送収入 4,371千円 

1 平成29年度の運輸成績 2 主な運賃 

運賃区分 運賃 

普通運賃 
大人 170円 

小児 90円 

定期券 

通勤（1ヶ月） 大人 6,120円 

通学（1ヶ月） 大人 5,100円 

通学（1ヶ月） 小児 2,550円 

市電１日乗車券 
大人 500円 

小児 250円 

バスとの共
通1日乗車券 

区間指定① 700円 

区間指定② 900円 

県内版 2,000円 
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Ⅱ 市電の現状   

車両種別 形 式 編成数 車両数 1編成の定員 1編成の車齢 

ワンマン 

①１０６０形 1編成 1両 71人 66年 

②１０８０形 2編成 2両 68人 63年 

③１０９０形 7編成 7両 68人 60年～61年 

④１２００形 6編成 6両 69人 59年 

⑤１３５０形 6編成 6両 69人 57年 

⑥８２００形 2編成 2両 70人 35年 

⑦８５００形 4編成 4両 72人 31年～33年 

⑧８８００形 3編成 3両 72人 24年～29年 

⑨９２００形 5編成 5両 72人 23年～26年 

連接車 ⑩５０００形 1編成 2両 130人 60年 

低床車 

⑪９７００形 5編成 10両 76人 17年～20年 

⑫０８００形 2編成 4両 82人 9年 

⑬０８０３号 1編成 2両 86人 3年 

合 計 45編成 54両 平均73人 平均42年 

(平成30年3月31日現在） 
①1060型 ②1080型 

③1090型 ④1200型 

⑤1350型 ⑥8200型 

⑧8800型 ⑨9200型 

⑩5000型 ⑪9700型 

⑫0800型 ⑬0803号 

3 保有車両 
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Ⅱ 市電の現状   

4 電停ごとの乗降客数（平成29年10月19日乗降調査結果） 
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Ⅱ 市電の現状   

平日ダイヤ 土曜ダイヤ 日・祝ダイヤ 備考 

始発 
時刻 

上熊本駅前 → 健軍町 5：50 5：50 5：50 

交通局前  → 田崎橋 5：50 5：50 5：50 

交通局前  → 上熊本駅前 6：30 6：52 6：51 

最終
時刻 

田崎橋   → 健軍町 23：19 23：19 23：01 ※交通局前止の時刻 

健軍町   → 交通局前 24：09 24：12 23：28 

辛島町   → 上熊本駅前 23：21 23：11 22：51 

運行
本数 

健軍町   → 田崎橋 141本 152本 153本 

健軍町   → 上熊本駅前 89本 89本 88本 

5 運行ダイヤ 

6 職員数 平成30年3月31日現在 

平成30年4月1日現在 

※ 

職員 任期付職員 再任用職員 嘱託職員 臨時職員

事務職 28 22 - - 6 -

技術職 8 8 - - - -

交通安全指導員 1 - - - 1 -

所長 1 1 - - - -

副所長 1 1 - - - -

監督長 4 4 - - - -

監督 20 11 5 4 - -

運転士 87 10 - 10 67 -

ﾄﾗﾑｶﾞｲﾄﾞ 13 - - - 13 -

車両工場 10 9 - 1 - -

土木 6 5 - - - 1

架線 6 6 - - - -

185 77 5 15 87 1

運輸部門

技工部門

合　計

管理部門

※事業管理者含む

職　種 人数
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Ⅲ 市電の特性と使命   

役割3 

役割 

・人口減少、超高齢化社会の進展 

・市街地が拡大していく中で人口集中地区 
 面積も拡大する一方、人口密度が低下傾向 

・自動車分担率増加 
・幹線道路、主要交差点で交通混雑発生 
・高齢者の免許保有率は増加傾向 
・高齢者が第1当事者となる交通事故の増加 

・公共交通利用者が40年間で6割減少 
・路線バスの約8割は赤字路線 
・負のスパイラルに陥っている。 
 
 

・温室効果ガスは減少傾向（うち運輸1/5） 
・平均気温が100年間で2℃上昇 

暮
ら
し 

交
通 

環
境 

・中心市街地の歩行者通行量は減少後横ばい 
・郊外大型商業施設等により中心市街地の買 
 物依存率の低下 

経
済 

人口減少・超高齢社会に対応した 
だれもが移動しやすく暮らしやすい都市 

高度な都市機能が集積した中心市街地と日常生活に必要な  
サービスが整う地域拠点を利便性の高い公共交通などで結ぶ 

『多核連携都市の形成』を促進 

公共交通軸 

 
誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通 

目指す公共交通の将来像 

1 熊本市の目指す公共交通の将来の姿 
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Ⅲ 市電の特性と使命 

2 市電の特性 

  

 

  ・2系統でわかりやすい路線網 
・わかりやすい均一運賃 
・全線フリー定期券 
・低床電車は段差が無く 
 高齢者等に優しい 

・ＣＯ  排出量が 
 自動車に比べて少ない  
・環境負荷を抑えたまち 
 づくりに貢献 

・電停が観光や地域の 
 目印 
・熊本城へのアクセス 
 など観光客の回遊性 
 にも貢献 
・中心市街地や地域拠 
 点を結ぶ路線網 

・定時性、速達性、輸送力 
 が高い 
・中心市街地へアクセス 
 しやすい路線網 

利用者に 
優しい 

利便性が 
高い 

賑わい 
観光振興 

環境に 
優しい 

熊本市の 
基幹交通であり 

シンボル 

2 
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Ⅲ 市電の特性と使命 

3 市電の使命 

 市電は、多核連携都市の実現やまちの
発展、高齢者等への対応、自動車からの
転換による環境改善面等まちづくりへ貢
献することで、その役割を果たす。 

基幹公共交通として貢献 

質の高いサービスの提供 

 安全・安心を第一に、利用者が求める
質の高いサービスを提供し、快適で利便
性の高い公共交通機関を目指す。 

 社会情勢や事業環境の変化にも迅速か
つ適確に対応しながら、安定したサービ
ス提供を行うため、更なる経営の効率化
や収益力の向上など、経営基盤を強化す
る。 

経営基盤の強化 

市民の財産である市電を将来に亘り残し、 
安全・安心を最優先し、市民の暮らしやまちの発展に貢献する。 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

1 ＶＶＶＦインバータ電車の導入（Ｓ57年度～） 

ＶＶＶＦインバータ電車とは 

 
・制動エネルギーを電力として 
 回生（架線への電力還元）し 
 再利用する省エネルギーな電車。 
 
・VVVFインバータ方式の主制御 
 装置を搭載した電車は、 直流 
 電気を交流電気に変換し、電車 
 の加速力と速度に応じて電圧や 
 周波数を適切に変化させながら 
 モーターを動かすことで、滑ら 
 かな発進・停止や加減速を実現 
 できる。 
 
 
※VVVF：Variable Voltage  
 Variable Frequencyの頭文字。
「可変電圧・可変周波数」の意味。 

路面電車では、熊本市電が昭和57年（1982年）に日本で初めて導入。 
現在、18編成がＶＶＶＦインバータを搭載した、省エネルギー車両になっている。 

日本 
日本初 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

2 超低床電車の導入（Ｈ9年度～） 

車両番号 導入日 

9701号車 Ｈ9.8.2 

9702号車、9703号車 Ｈ11.3.31 

9704号車、9705号車 Ｈ13.3.6 

0801号車、0802号車 Ｈ24.4.1 

0803号車（ＣＯＣＯＲＯ） Ｈ26.10.3 

9701号車 0802号車 

0803号車 

導入状況 

日本初 
日本初 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

3 軌道のサイドリザベーション化（Ｈ22年度実施） 

・電停をＪＲ熊本駅側に移設したことで、ＪＲとの乗り継ぎ利便性が向上 

・新幹線の開業や合同庁舎の移転等もあり、熊本駅前電停の利用者数が大幅に増加（市電乗降調査結果） 

H22年度5,162人 ／日 ⇒ H29年度7,203人／日（約1.4倍）に増加 

県道熊本高森線の市電軌道の移設工事にあわせ、軌道敷を歩道側に敷設。 

サイドリザベーション区間長：約570m 

田崎橋 
二本木口 

熊本駅前 

軌道敷緑化区間長：約400m 

JR熊本駅前広場1 

二本木口電停 

JR熊本駅前広場2 

移設後 

旧軌道敷 

日本初 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

4 路面電車優先システム導入（Ｈ22年度実施） 

熊本駅前  ～ 辛島町  ：所要時間11分 約１分の短縮 

約２分の短縮 上熊本駅前 ～ 辛島町  ：所要時間14分 

③ 導入効果 

① システムイメージ 

② 導入区間 

熊本駅前  ～ 辛島町間 

上熊本駅前 ～ 辛島町間 

信号制御器 

交通信号機中央装置 

電車進行方向の 
青信号を長く、 
赤信号を短くする 

県警本部 
交通管制センター 
 



24 

Ⅳ これまでの主な取り組み 

5 電停の改良（Ｈ22年度～） 

・ 熊本市が策定した「電停改良計画」に基づき電停のバリアフリー化等を行っており、 

 現在35電停のうち１０電停が整備済である。 

 

改良前の九品寺交差点電停 改良後の九品寺交差点電停 

【整備済みの電停】 

 田崎橋、二本木口、熊本駅前、熊本城・市役所前、九品寺交差点、交通局前、 

新水前寺駅前、健軍町（上り）、上熊本駅前、洗馬橋 

【Ｈ30年度整備中の電停】 

 河原町、通町筋、辛島町（設計） 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

6 ＪＲ新水前寺駅と新水前寺駅前電停との結節（平成23年度実施） 

事業開始前 事業完了後 

新水前寺駅前電停の利用者数が大幅に増加（市電乗降調査結果） 

H22年度2,960人 ／日 ⇒  H29年度4,737人／日（約1.6倍）に増加 

JR新水前寺駅 

JR新水前寺駅 

電停 

電停 

事業完了後

JR新水前寺駅

移設後のJR線路

新電停

バス停

横断歩道（新設）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

駐輪場

至

健
軍
町

至

市
役
所

駐輪場

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

立体横断施設

（ペデストリアンデッキ

旧電停
至

健
軍
町

バス停

バス停

ＪＲ線路

駐

輪

場

新水前寺駅

至

市
役
所

約100ｍ
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

7 電停のナンバリングと運行系統名称、電停名称の変更（Ｈ23年度実施） 

２号系統 ３号系統 

 １：田崎橋  ～２６：健軍町 

Ｂ１：上熊本駅前～Ｂ９：西辛島町 

【電停名称の変更】 
 
熊本城前 
 ⇒花畑町 
 
市役所前 
 ⇒熊本城・市役所前 
 
水前寺駅通 
 ⇒新水前寺駅前 
 
神水橋 
 ⇒神水・市民病院前 
 
動植物園前 
 ⇒動植物園入口 
 
本妙寺前 
 ⇒本妙寺入口 



27 

Ⅳ これまでの主な取り組み 

8 全国相互利用ＩＣカード「でんでんnimoca」の導入（Ｈ25～26年度実施） 

平成26年3月28日より市電運賃のＳＦ決済処理運用開始 

平成26年10月1日よりＩＣ定期券運用開始 

平成27年3月26日よりＩＣ定期券継続機運用開始 

平成28年8月3日よりくまモンのＩＣカードでＳＦ決済処理運用開始 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

9 市電ロケーションシステム「熊本市電ナビ」の導入（Ｈ28～29年度実施） 

システム概要 

  

 市電の現在位置情報をGPS装置によ

り取得し、電停案内モニターやパソコ

ン、携帯端末に4ヶ国語［日本語・英

語・中国語（簡体・繁体）・韓国語］

で市電の運行情報を提供。 

 この他、災害や事故による運行の影

響についてもリアルタイムに情報を提

供。 

スマートフォン画面のイメージ 
（4ヶ国語対応） 

電停案内モニター 
（4ヶ国語対応） 

系統、車両タイプ毎にアイコンの色、
矢印の形状を変えて、色の区別が困難
な方に配慮。 

設置電停（8電停） 

熊本駅前（下り） 辛島町 

熊本城・市役所前 通町筋 

水道町 交通局前 

新水前寺駅前 健軍町（上り） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiDm-O_8trUAhXKi5QKHXReBYUQjRwIBw&url=http://publicdomainq.net/smartphone-0000480/&psig=AFQjCNEcJCLFLWvlW-5rDrdUefNO3_REjw&ust=1498545288113373
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

10 5014号車の復活運行（平成28年度実施） 

西鉄筑紫工場で整備 平成29年3月より運行再開 

 昭和32年（1957年）製造で昭和53年（1978年）に西日本鉄道株式会社から購入した連接車。 
 乗車定員は130人でありワンマン電車（定員約70人）の2倍近くあることから、朝夕のラッシュ時やイ
ベント時などに運行。 
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Ⅳ これまでの主な取り組み 

11 その他、市電での導入が日本初の取り組み 

路面電車の冷房化 S53 

樹脂固定軌道  H14 埋設型転てつ機  H14 

日本初 



 Ⅰ 市電の沿革 

 Ⅱ 市電の現状 

 Ⅳ これまでの主な取り組み 

 Ⅲ 市電の特性と使命 

 Ⅴ 機能強化策 

31 
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Ⅴ 機能強化策 

1 利用者のニーズ 
回答数 ：1,228件  
調査日時：平成29年9月25日（月）～9月27日（水） 

○満足度の「電停施設」、「市電車両」、「市電路線」について、（不満）（やや不満）と回答した方が多い。 
 
○満足度の「運行ダイヤ」については8割の方が（満足）（やや満足）と回答する一方で、 改善要望の「運行本数の増加」 
 について要望が多い。 
 
○改善要望の「他の公共交通機関との乗り継ぎの利便性向上」、「路線の延長もしくは新設」、「車両・電停のバリア 
 フリー化等利便性向上」について要望が多い。 

平成29年度の市電に関するアンケート調査結果 

満足度 

改善 
要望 
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Ⅴ 機能強化策 

2 現在進めている取り組み 

対策 

期待される効果 機能強化策 

1 利便性向上 

・電停改良（バリアフリー化） 
・沿線のホテルや観光施設等に路線図を配布 
・乗務員向けの英語研修 
・ＳＮＳ（ツイッター）を活用した運行情報発信 
・朝ラッシュ時や沿線でのイベント時等に臨時便の運行や 
 特別ダイヤでの運行 
 

2 輸送力の向上 

・軌道施設（線路・電路）の長寿命化と機能強化 
・朝ラッシュ時や沿線でのイベント時等に臨時便の運行や 
 特別ダイヤでの運行 
 

3 安全性の向上 
・軌道施設（線路・電路）の長寿命化と機能強化 
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Ⅴ 機能強化策 

3 利用者ニーズに基づく更なる機能強化策（例） 

対策 

期待される効果 想定される機能強化策（例） 

1 利便性向上 

・車両へのフリーWi-Fi導入 
・でんでんnimocaの普及促進 
・地域連携 
 (沿線町内掲示板へ時刻表掲示) 
 (花畑広場ｲﾍﾞﾝﾄと連携) 
 (観光ﾊﾟﾝﾌや案内ﾏｯﾌﾟを電停へ掲示) 
・公共交通連携(電停にＪＲ等の時刻表を掲示) 
・輸送力向上やバリアフリー化に向けた車両更新 
・ダイヤ見直し 
 （折返運行や運行時分の見直し等） 
 

2 輸送力の向上 
・クロスシートのロングシート化（6両） 
・輸送力向上やバリアフリー化に向けた車両更新 
 

3 定時性・速達性の向上 

・ダイヤ見直し 
 （折返運行や運行時分の見直し等） 
・路面電車優先システム導入 
 （辛島町から健軍町間） 
 


